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福岡管区気象台

本日の内容

●今年の夏の天候の経過

梅雨の経過

夏の高温

台風

●この冬の天候の見通し（寒候期予報等）

●「日本の気候変動2025」の紹介
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梅雨の経過
九州北部地方の降水量平年比[%]（5日移動平均値）

梅雨入りは平年より遅い6/17ごろ
梅雨明けは平年並の7/17ごろ
→ 今年の梅雨は例年より短かった

降水量の平年比107％ → 平年並
6月 7月

梅雨期間
6/17ごろ
梅雨入り

7/17ごろ
梅雨明け

[%]

6/4

梅雨入り
平年日

6/17ごろ
梅雨入り

6月下旬
梅雨前線
九州付近に
停滞

7月上旬
梅雨前線
北上

太平洋高気圧
の張り出し
高温

7月中旬
梅雨前線
再び
九州付近に
停滞

7/17ごろ
梅雨明け
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梅雨の経過 降水量
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総降水量は、九州南部を中心に 1,000 mm 以上, 福岡県内では400～700mm程度となった
平年比でみると、福岡県内では100%未満の降水量となった所が多かった

※梅雨の時期は、奄美地方は5～6月、九州南部、九州北部地方は6～7月

総降水量 平年比
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今年の夏（6月～8月）の高温
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気象庁HP 2024年夏（6～8月）の天候より https://www.data.jma.go.jp/cpd/longfcst/seasonal/202408/202408s.html

・全国的に気温はかなり高かった

・日本の夏の平均気温は 1898 年以降で最も高かった（1位タイ）

夏を通じて全国的に暖かい空気に覆われやすく、7～8月は西日本を中

心に太平洋高気圧に覆われやすかったため晴れて日射が強かった影響

もあり、夏の平均気温は全国的にかなり高かった。夏の平均気温平年差

は東日本で+1.7℃、西日本で+1.4℃、沖縄・奄美で+0.9℃となり、1946

年の統計開始以降、夏として西日本と沖縄・奄美で1位、東日本で1位タイ

の高温となった。

平年差 階級 順位

北日本 +2.3 かなり高い 2位

東日本 +1.7 かなり高い 1位タイ

西日本 +1.4 かなり高い 1位

沖縄・奄美 +0.9 かなり高い 1位

夏平均気温

2024年夏の平均気温平年差の分布 2024年夏の猛暑日地点数の積算
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今年の夏（6月~8月）の高温
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今年の夏は暑かった。各地で猛暑日を観測。

八幡、久留米、太宰府等では歴代1位の最高気温を観測。

福岡県各地の2024年夏(6月～8月)の最高気温（℃）

地点 最高気温 これまでの最高 開始年

福岡
37.8

（歴代6位）
8月21日 38.3 2018年7月20日 1890年

八幡
37.6

（歴代1位）
8月20日 36.9 1994年7月16日 1977年

飯塚
37.8

（歴代2位）
8月2日 38.3 2020年8月20日 1935年

久留米
39.5

（歴代1位タイ）
8月5日 39.5 2018年8月13日 1977年

太宰府
39.3

（歴代1位）
8月2日 38.6 2023年8月3日 1977年
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今年の夏（6月～8月）の高温
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今年の夏は暑かった。猛暑日は平年の3倍以上、

熱帯夜も平年の1.5倍～2倍

2024 年（6月～9月）の猛暑日と熱帯夜の日数

※太宰府では、62日の猛暑日を観測し、日本記録を更新(10月23日現在)。
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今年の夏（6月～8月）の高温の要因
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令和6年気象庁報道発表資料「令和6年7
月以降の顕著な高温と7月下旬の北日本の
大雨の特徴と要因について」より

https://www.jma.go.jp/jma/press/24
09/02a/kentoukai20240902.html

上層：日本付近で亜熱帯ジェット気流が北に蛇行

下層：太平洋高気圧の西日本への張り出しが強い

↓

日本付近は暖気を伴った背の高い高気圧に覆われた

インド洋北部の対流活動が活発

ヨーロッパからの
ジェット気流蛇行の伝わり

ーその他の要因ー

！地球温暖化等の影響で
全球的に気温が高い

！日本近海の海面水温が
顕著に高い
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令和6年の台風について
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令和6年の台風の発生数
（11月5日時点）

えびの高原
（えびの市）

915.0 ミリ

神門
（東臼杵郡美郷町）

832.0 ミリ

湯布院
（由布市湯布院町）

645.5 ミリ

8月28日09時
中心気圧935hPa
最大風速50m/s

非常に強い
勢力に発達！

経路上の○印は傍らに記した日の午前9時、
●印は午後9時（いずれも日本標準時）の位置で、
→|は消滅を示します。

8月29日08時頃
鹿児島県
薩摩川内市
付近に上陸

令和6年台風第10号の経路 降水量分布（8/26-8/31）
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この冬（12月～2月）の天候の見通し（寒候期予報）
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気象庁HP「季節予報」
https://www.data.jma.go.jp/cpd/longfcst/kaisetsu/?region=010900&term=P6M#headerTotalDesc

・冬の気温は、ほぼ平年並みの見込み。

・冬の降水量は、低気圧の影響を受けにくい時期があるため、

平年並みか少ないでしょう。
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この冬（12月～2月）の天候の見通し（寒候期予報）
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予想される海洋と大気の特徴

気象庁HP「季節予報」 https://www.data.jma.go.jp/cpd/longfcst/kaisetsu/?region=010900&term=P6M#headerTotalDesc

・ラニーニャ現象が発生する可能性が高い。

・偏西風が日本付近でやや南に蛇行。冬型の気圧配置が強まる時期がある見込み。
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「日本の気候変動2025」について
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日本における気候変動に関して観測結果と将来予測を取りまとめた資料
・日本の気候変動2025」を2025年3月頃に発行予定
・「日本の気候変動2025」に基づいた、都道府県別リーフレットも作成中。
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まとめ

〇梅雨は、平年より短かったが、降水量は平年並。

〇夏は、背の高い高気圧に覆われて記録的な高温。

太宰府でも猛暑日日数が62日と日本記録を更新。

〇熱中症への対策がより一層重要。

〇この冬は、平年と同様に曇りで雨や雪の日が多く、

平年並の寒さとなる予報。

＊気象庁では観測データ、要因分析、今後の見通しなど

様々な情報を公開しています。是非ご利用ください。
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